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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 78 △16.8 △253 ― △404 ― △431 ―
23年3月期第1四半期 94 △64.2 △203 ― △487 ― △468 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △431百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △464百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △3.41 ―
23年3月期第1四半期 △8.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第1四半期 14,635 △68 ― △0.54
23年3月期 15,210 363 2.4 2.87
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  △68百万円 23年3月期  363百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
通期予想については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じ
る結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するものではありません。業
績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）２ページ「連結業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 126,654,401 株 23年3月期 126,654,401 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q 2,434 株 23年3月期 2,434 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 126,651,967 株 23年3月期1Q 53,874,267 株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

２．サマリー情報（その他）に関する事項 ………………………………………………………………………………  3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 …………………………………………………………  3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 …………………………………………………………  3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ………………………………………………………  3

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 …………………………………………………………………………  3

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………………  6

四半期連結損益計算書  

第１四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  6

四半期連結包括利益計算書  

第１四半期連結累計期間 ………………………………………………………………………………………  7

（３）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  8

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  8

（５）重要な後発事象 ……………………………………………………………………………………………………  8

㈱塩見ホールディングス（2414）　平成24年３月期第１四半期決算短信

- 1 -



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、恒常的な円高、株安や本年３月に発生した東日本大震災並び

に福島原子力発電所事故による電力供給の制約等が影響し、景気先行きが不透明な中で推移いたしました。 

 当社グループが属する建設関連業界におきましても、公共投資は、復興需要が期待されるものの、本格的に動き

出すのはまだ先と見込まれる中、依然として低水準であり、民間投資に関しても、設備投資は震災直後の落ち込み

からは下げ止まりつつあり、また、住宅着工も持ち直しの傾向が継続しておりますが、厳しい雇用環境や所得環

境、震災の影響等を反映し水準は低く、業界全体としては依然として厳しい状況で推移しています。 

 このような状況のもと、当社グループは、財務体質の改善と安定的な収益の確保を目的として、新規事業展開の

模索、遊休不動産の売却、販売管理費の削減及び、金融債権者への支援要請等を行ってまいりましたが、安定的な

収益を確保できる事業の構築には至らず、財務体質の改善も得られませんでした。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は78百万円（前年同四半期比16.8％減）、営業損失は

253百万円（前年同四半期は203百万円の損失）、経常損失は404百万円（前年同四半期は487百万円の損失）、四半

期純損失は431百万円（前年同四半期は468百万円の損失）となり、純資産合計は68百万円の債務超過となりまし

た。 

  

 セグメントの業績は次のとおりであります。  

（不動産事業） 

 不動産事業は、当社、株式会社塩見及び株式会社アジリティコーポレーションが営む、不動産の賃貸及び仲介業

であります。当社グループの方針の下、遊休不動産の売却を推し進めたため、事業規模そのものは縮小しておりま

す。当連結会計年度におきましては、賃貸物件の売却により賃貸収入が減少したため、売上高19百万円（前年同期

比50.3％減）、営業利益は9百万円（前年同期比12.3％減）となりました。  

（金融事業） 

 金融事業は、株式会社塩見ファクターが営む、貸金業であります。金融市場の激変や景気悪化で、収益環境自体

が困難な状況にあるため、事業規模そのものは縮小し、主に既存の貸付金について管理、回収を行っております。

 当連結会計年度におきましては、営業貸付金に対し貸倒引当金を計上したため、売上高1百万円（前年同期比

36.5％減）、営業損失は148百万円（前年同期は59百万円の営業損失）となりました。  

（産廃事業） 

 産廃事業は、株式会社沖広産業が営む、産業廃棄物処理業であります。当連結会計年度におきましては、需要が

伸び悩む中、原価及び人件費等のコスト圧縮に努めましたが、売上高56百万円（前年同期比9.4％増）、営業損失

は3百万円（前年同期は21百万円の営業損失）となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産）  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は14,635百万円となり、前連結会計年度末と比べ、543百万円減少

いたしました。その主な要因は、有形固定資産の減少238百万円、貸倒引当金の増加224百万円などによるものであ

ります。 

（負債）  

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は14,703百万円となり、前連結会計年度末と比べ、142百万円減

少いたしました。その主な要因は、短期借入金の減少274百万円、未払金の増加111百万円などによるものでありま

す。 

（純資産）  

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は、68百万円のマイナスとなり、前連結会計年度末と比べ、431百

万円減少いたしました。その要因は、四半期純損失431百万円を計上し利益剰余金が減少したことによります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想に関しましては、東日本大震災による生産活動の停滞が長期化することで景気全般への影響や、建

設資材等の供給不足や価格上昇が懸念されるなど、なお厳しい状況が続くものと予想されます。 

 このような状況のもとで、当社グループは引き続き資産の圧縮、固定費等の削減及び新たな資本政策を行うこと

による財務体質の更なる改善を目指すとともに、東日本大震災の復興に係る新規事業の展開により、営業損益の黒

字化を図り、経営を安定させるよう努めてまいります。 

 業績につきましては、現在当社グループが計画している新規事業の本格的な着手の時期は未定であり、現時点で

は当社グループの業績見込みを合理的に算定することは困難な状況であることから、連結業績予想に関しましては

未定とさせていただき、今後予想が可能となりました段階で速やかに公表いたします。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

  

 当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、431百万円の四半期純損失を計上した結果、68百万円の債

務超過になっております。 

  また、資金調達面についても、当社グループへの与信の低下により資金調達が困難な状況が続いており、平成20年

９月以降、金融機関への元利金の弁済をほぼ凍結しております。 

  これらの状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

  当社グループは、当該状況を解消すべく、①財務体質の更なる改善、②収益の柱となる新規事業の展開により、継

続して成長するための財務基盤と収益基盤を再構築してまいります。財務体質の改善につきましては、第三者割当増

資を視野に入れた資金調達、遊休資産の売却及び金融機関への支援要請による金融債務の圧縮等を計画しておりま

す。新規事業の展開につきましては、ポータブル放射線測定器（ガイガーカウンター）等の放射線対策に関する機器

の販売及び、東北地方を拠点とした東日本大震災の復興に係る被災地向けの技術者派遣、津波による瓦礫の廃棄物処

理等を行うことを検討しております。当社グループが培ってきた建設関連のノウハウを最大限活用し、安定収益の見

込める事業に経営資源を集中させ、営業損益の黒字化を目指してまいります。 

  その結果、当社グループの企業価値向上、株主価値向上に繋がり、持続的成長に向けた企業価値向上が可能になる

と考えております。  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 16,189 47,218

受取手形及び売掛金 60,039 45,521

商品及び製品 － 10,000

短期貸付金 273,172 290,206

未収入金 679,216 642,170

立替金 18,659 19,616

その他 242,247 237,410

貸倒引当金 △130,994 △275,106

流動資産合計 1,158,529 1,017,037

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,403,874 1,293,681

機械・運搬具（純額） 15,631 13,948

土地 8,131,724 8,004,975

その他（純額） 1,184 1,110

有形固定資産合計 9,552,414 9,313,716

無形固定資産   

のれん 1,638,495 1,612,067

その他 1,147 1,103

無形固定資産合計 1,639,642 1,613,171

投資その他の資産   

投資有価証券 3,313 3,313

長期貸付金 2,521,038 2,447,461

破産更生債権等 1,994,459 1,994,259

その他 441,682 427,696

貸倒引当金 △2,100,770 △2,180,971

投資その他の資産合計 2,859,722 2,691,758

固定資産合計 14,051,779 13,618,646

資産合計 15,210,309 14,635,683
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 9,393,749 9,118,818

未払金 2,877,327 2,988,410

未払法人税等 34,719 33,125

預り金 16,512 20,903

その他 612,939 649,054

流動負債合計 12,935,248 12,810,313

固定負債   

長期借入金 1,354,412 1,343,433

債務保証損失引当金 475,015 475,015

その他 81,955 75,080

固定負債合計 1,911,382 1,893,529

負債合計 14,846,630 14,703,842

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,017,429 3,017,429

資本剰余金 2,998,097 2,998,097

利益剰余金 △5,650,900 △6,082,738

自己株式 △947 △947

株主資本合計 363,678 △68,159

その他の包括利益累計額   

その他の包括利益累計額合計 － －

純資産合計 363,678 △68,159

負債純資産合計 15,210,309 14,635,683
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 94,084 78,240

売上原価 59,459 28,519

売上総利益 34,625 49,721

販売費及び一般管理費 237,804 302,733

営業損失（△） △203,179 △253,012

営業外収益   

受取利息 669 142

その他 5,829 866

営業外収益合計 6,498 1,009

営業外費用   

支払利息 57,184 38,526

遅延損害金 208,288 111,637

その他 25,392 2,135

営業外費用合計 290,865 152,299

経常損失（△） △487,546 △404,302

特別利益   

投資有価証券売却益 2,605 499

貸倒引当金戻入額 39,281 －

固定資産売却益 7,524 119

特別利益合計 49,411 619

特別損失   

固定資産売却損 10,420 －

減損損失 20,000 28,154

特別損失合計 30,420 28,154

税金等調整前四半期純損失（△） △468,555 △431,838

法人税、住民税及び事業税 20 0

法人税等合計 20 0

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △468,576 △431,838

四半期純損失（△） △468,576 △431,838
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 △468,576 △431,838

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,866 －

その他の包括利益合計 △3,866 －

四半期包括利益 △472,442 △431,838

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △472,442 △431,838
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 当社グループは、当第１四半期連結累計期間において、431百万円の四半期純損失を計上した結果、68百万円の

債務超過になっております。 

  また、資金調達面についても、当社グループへの与信の低下により資金調達が困難な状況が続いており、平成20

年９月以降、金融機関への元利金の弁済をほぼ凍結しております。 

  これらの状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

  当社グループは、当該状況を解消すべく、①財務体質の更なる改善、②収益の柱となる新規事業の展開により、

継続して成長するための財務基盤と収益基盤を再構築してまいります。財務体質の改善につきましては、第三者割

当増資を視野に入れた資金調達、遊休資産の売却及び金融機関への支援要請による金融債務の圧縮等を計画してお

ります。新規事業の展開につきましては、ポータブル放射線測定器（ガイガーカウンター）等の放射線対策に関す

る機器の販売及び、東北地方を拠点とした東日本大震災の復興に係る被災地向けの技術者派遣、津波による瓦礫の

廃棄物処理等を行うことを検討しております。当社グループが培ってきた建設関連のノウハウを最大限活用し、安

定収益の見込める事業に経営資源を集中させ、営業損益の黒字化を目指してまいります。 

  その結果、当社グループの企業価値向上、株主価値向上に繋がり、持続的成長に向けた企業価値向上が可能にな

ると考えております。 

  しかしながら、金融債務の圧縮については金融機関等と協議しながら進めている途中であり、増資による資金調

達についてもスポンサーとの協議が必要であるため、計画通り進行しない可能性があります。また、新規事業の展

開についても事業の構築を適切に行うことができない可能性、又は構築によっても想定した事業運営上の改善を実

現できない可能性があるため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

  なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）重要な後発事象
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